
(1)第  13 号 神奈川県職労退職者こだま会 1989年(平成元年)6月 1日

身目|□環靭船将中前欄景

神奈川県職労 「中高年部」が
「壮年部」に名称変更

～若 さあふれ る活 力 ある部 とす るために～

3月18～19日、公立学校共済組合箱根保養所「ひめしゃ

らJで 開催された 「第12回定期総会」で、その名も若々

しい上記の名称に変更された。

その名のような活動を期待 したい。

呼
び
や
す
く
、

親
し
み
や
す
い
会

へ
と
の
名
称
変
更
で
、
「厚
ｉ
会
」
か
ら

変
わ

っ
た

「
こ
だ
ま
会
」

「
こ
だ
ま
会
」
と
は
、

山
の
こ
だ
ま
の
ご
と
く
、

会
員
が
呼
べ
ば
、

そ
の
要

請
に
す
ぐ
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
会
に
。

そ
し
て
、

そ
の
響
き
は
限
り
な
く
拡
が

り
、

併
せ
て
質
の
高
い
会
を
目
指
す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

総
会
開
催
御
案
内

神
奈
川
県
職
労

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」

第
五
回
走
期
総
会

ｏ
と

　

き

六
月
二
日
（金
）

午
後
二
時
～
四
時

ｏ
と

こ

ろ

横
浜
市
中
区
海
岸
通
り

一
～

一

横
浜
市
港
湾
労
働
会
館

（電
話
）
〇
四
五
（２０‐
と
二
人
四
二

第
五
回
定
期
総
会

議
　
　
案

（
二
～
四
頁
参
照
）

『加
入

の
お
す
す
め
、

と

会
費
納
入
ご
案
内
』

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」

へ
加
入
ご
希

望
の
方
に
は
、

規
約
　
入
会
申
込
書
、

会
費
振
込
用
紙
な
ど
お
送
り
し
ま
す
。

お
申
込
く
だ
さ
い
。

・
所

在

地

〒
２３‐
　
横
浜
市
中
区
本
町
四
の
三
七

神
奈
川
県
職
労
事
務
局
内

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」
宛

（電
話
）
〇
四
五
↑
一〇

一
工

一
一
一

（内
線
七
九
五
三
）

〇
四
五
ご
一
〓

こ
三

一
七
九

・
振
替
口
座

横
浜
銀
行
県
庁
支
店

普
通
預
金
日
座
番
号

人
七
人
、　

三
二
九

神
奈
川
県
労
働
金
庫
本
店

普
通
預
金
田
座
番
号

〇
六
六
、

七
三
〇

な
お
、

ご
要
望
の
強
い
郵
便
振
替
日

座
は
現
在
開
設
準
備
中
で
す
。

。
会
費
関
係

仰
入

〈
ム
金
　

一
、

〇
〇
〇
円

０
終
身
会
費
　
一
一〇
、

〇
〇
〇
円

な
お
、

年
会
費
二
、

〇
〇
〇
円
も
あ
り

ま
す
。
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一
九
八
八
年
（昭
和
６３
年
）度

経

過

報

告

振
返
っ
て
み
れ
ば
、

健
保
や
年
金
制

度
改
正
が
高
齢
者
や
退
職
者
に
と
っ
て

改
悪
と
い
え
る
緊
急
事
態
の
中
で
、

政

治
的
陳
情
　
請
願
な
ど
既
存
退
職
者
会

で
は
、

期
待
し
得
な
い
と
の
認
識
の
下

で
、

急
速
昭
和
６０
年
３
月
１５
日
県
職
労

退
職
者
会
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
本
年
は

五
年
目
を
迎
え
る
。

こ
の
よ
う
に
仮
縫
の
被
服
着
用
の
よ

う
な
状
態
で
発
足
し
た
第

一
期

（６０
～

６‐
年
度
）
は
、

行
動
要
請
が
先
行
し
た

た
め
執
行
事
務
体
制
の
整
備
が
不
十
分

で
遅
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
。

こ
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
、

第
二
期

（昭
和
６２
～
６３
年
度
）
は
、

県
職
労
事

務
局
支
援
の
も
と
書
記
職
員
の
積
極
的

兼
務
協
力
と
、

幹
事

一
名
を
実
質
的
事

務
局
長
と
し
週

一
～
二
回
程
度
出
勤
を

煩
し
、

併
せ
て
毎
月
第

一
週
定
曜
日
に

全
員
幹
事
会
を
開
催
し
、

着
実
な
執
行

体
制
の
推
進
と
事
務
処
理
の
推
進
を
は

か
っ
た
の
で
あ
る
。

ｍ
執
行
体
制
の
強
化

～
事
務
局
長
を
お
く

と
く
に
昨
６３
年
度
に
は
第
四
回
定
期

総
会
に
お
い
て
は
、

規
約
に
事
務
局
長

の
設
置
を
明
文
化
し

一
層
の
執
行
体
制

の
整
備
を
は
か
っ
た
。

同
本
幹
事
に
は

四
月
↓
十

一
月
、

青
木
幹
事
に
は
十
二

月
以
降
事
務
局
長
職
を
要
請
し
、

週

一

～
二
回
の
出
勤
を
煩
し
、

こ
の
結
果
設

立
以
来
の
懸
案
未
処
理
事
項
の
整
理
が

よ
う
や
く
完
了
に
近
づ
い
た
と
い
え
る
。

毎
月

一
回
の
定
例
幹
事
会
は
６２
年
度

に
引
続
き
第

一
週
木
曜
日
に
確
実
に
開

催
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

会
の
名
称
が

「
厚
生
会
」
か

ら

「
こ
だ
ま
会
」
に
変
更
に
な

っ
た
の

に
と
も
な
い
会
の
活
動
も
、

量
、

質
と

も
拡
大
、

積
極
化
す
る
よ
う
努
め
た
。

こ
れ
を
具
体
的
に
記
述
す
れ
ば

像
情
報

の
収
集
　
伝
達

の
充
実

会
の
活
動
方
針
の
重
要
な
杜
な
の
で
、

中
央
、

県
内
関
係
団
体
、

新
聞
、

テ
レ

ビ
、

雑
誌
な
ど
を
通
じ
て
巾
広
く
年

金
　
保
健
な
ど
の
情
報
収
集
に
努
め
、

会
報
発
行
も
時
機
を
逸
し
な
い
よ
う
不

定
期
乍
ら
年
四
回
と
、

増
頁
及
び
活
字

を
大
き
く
す
る
こ
と
な
ど
に
努
め
た
。

伸
福
祉
厚
生
活
動

～
全
労
済
に
力
を
入
れ
る

福
祉
厚
生
活
動
で
は
、

全
労
済
関
係

で
は
火
災
共
済
加
入
の
推
進
と
共
に
、

昨
年
度
加
入
者
に
対
す
る
保
険
料
割
戻

合
に
つ
い
て
事
務
処
理
を
行
い
、

加
入

者
田
庄

へ
の
振
替
え
と
、

併
せ
て
火
災

共
済
契
約
者
の
う
ち
、

当
会
に
未
加
入

者
に
対
す
る
入
会
勧
誘
を
行
い
、

者
干

の
加
入
者
の
増
加
が
み
ら
れ
た
。

ま
た

「
せ
い
め
い
共
済
」
の
切
換
え

も
有
利
の
た
め
か
多
数
の
加
入
を
み
た
。

全
労
済
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

会
報
広

告
誌
面
を
通
じ
て
啓
家
に
努
め
て
き
た
。

一
方
労
働
金
度
の
利
用
に
つ
い
て
も

「
レ
イ
ン
ボ
ー
友
の
会
」
の
存
在
が
十

分
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
面
が
多
い
の
で

今
後
、

労
金
側
と
の
対
応
を
含
め
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

的
関
係
団
体
と
の
交
流
・集
会
参
加

県
職
労
か
ら
は
設
立
以
来
物
心
に
わ

た
る
協
力
を
得
、

感
謝
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、

本
年
度
は
当
会
に
対
す

る
助
成
措
置
と
し
て
、

県
職
労
本
年
度

予
算
に
退
職
者
対
策
費
と
し
て
明
確
に

計
上
さ
れ
、

手
厚
い
援
助
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
た
。

ま
た
、

別
記
事
務
局
だ
よ
り
の
よ
う

に
中
央
、

県
内
関
係
諸
団
体
の
大
会
、

集
会
　
学
習
会
に
幹
事
が
積
極
的
に
参

加
し
、

諸
情
勢
の
認
識
、

収
集
に
努
め
、

ま
た
全
会
員
に
は
、

中
央
年
金
審
議
会

委
員
に
対
す
る
ハ
ガ
キ
陳
情
を
依
頼
し

た
。
ま
た
九

。
一
五
、

高
齢
者
集
会
に

は
会
員
約
四
〇
名
の
参
加
が
あ

っ
た
の

は
特
筆
に
価
す
る
。

０
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
～
使
用
ず

み
古
切
手
を
東
南

ア
ジ

ア
の
貧

し

い
子
供
の
た
め
に
１

日
本
だ
け
が
幸
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
、

さ
さ
や
か
な
活
動
で
は
あ
る
が
、

当
会
員
や
県
職
労
本
部
そ
れ
に
仙
県
造

園
業
協
会
な
ど
の
協
力
な
ど
で
年
二
回
、

使
用
ず
み
古
切
手
を
、

大
封
筒
に
入
れ

て
仙
日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協
力

会
に
送
付
、

東
南
ア
ジ
ア
の
貧
し
い
子

供
達
の
医
療
援
助
に
役
立
て
て
も
ら
っ

て
い
る
。

今
後
と
も
続
け
て
ゆ
き
た
い
。

０
そ
の
他
、

会
員
の
加
入
状
況
…

会
員
の
加
入
に
つ
い
て
は
、

会
報

一

工
○
○
部
発
行
の
う
ち
七
〇
〇
部
を
県

職
労
で
買
上
げ
、

各
分
会

へ
送
付
Ｐ
Ｒ

の
協
力
を
得
て
い
る
の
で
、

よ
う
や
く

会
の
存
在
も
普
及
、

地
味
乍
ら
会
の
活

動
も
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

本
年
中
に

は
三
百
名
を
突
破
、

四
百
名

へ
の
接
近

を
期
待
し
て
い
る
。

誇
張
し
た
Ｐ
Ｒ
で
、

過
大
な
期
待
を

も
た
せ
る
こ
と
を
戒
め
、

地
味
な
活
動

を
通
じ
て
実
績
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に

よ
っ
て
会
員
の
増
加
と
併
せ
て
終
身
会

費
会
員
の
比
重
の
増
加
に
努
め
て
い
る
。
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昭和63年度決算書
(198841-1989331)

平成元年 3月 31日現在積立全合計額 2,286,358円

会計監査報告

収支証拠書類、預金通帳等についての監査の結果

妥当に執行されているものと認めます。

1989年5月24日

事務局だより(主な行事など)

査

査

監

監

庄河二腔 ①

田中央子 rr

( 1 9 8 8 4 ] - 1 9 8 9 3 3 1 )

年月日 目項 年月日 目項

８

″

２５

２６

１

セ

‐５

‐６

拓

２７

１

‐１

‐８

　

１

‐４

４

生

生

生

主

主

５

．

■

．

■

８

８

　

党

党

9 15

3月末定年退職者(120名)に加入誘い文発送

第4回定期結会案内通知発送

3月末勧奨退職者(164名)に加入誘い文受送

自治労県本部退職者会定例幹事会
「退職者厚生会報J No 9、 1400部発行

定期総会準備臨時幹事会

第4回定期総会開催 於 嶺水苑 会 員37名出席

全日本自治体退駐者会地区別学習会及び関東中地

区連絡協議会総会、宮城県作並温泉、幹事 1名出席
「退職者こだま会報」Nc 10、1500部発行

自治労県本部退職者会定例幹事会

神奈川県職労第63回定期総会、保土ヶ谷公会堂

幹事 2名出席

第 2回全国高齢者大会、福島市、幹事 1名出席

914地 公労高齢者集会 東 京一ツ橋教育会館、幹

事 3名出席

915第 18回高齢者集会 川 崎市体育障 会 貝40名

参集

1988 9 27

10 18

～19

ll l

l1 9

11 12

11 19

11 30

～1 2  1

12 17

1989 1 20

3 1 8

～1 9

川崎市駐員退職子会第15回定潮総会、川崎市婦人

労働会館 幹 事 〕名‖1席

4=1本 口市体退職者会第17回定期結会 栃 木阜藤

原町 幹 事 余 三十監査計 2名参加
「jと駐者こだま会報」No ll、1500部発イァ

自■i労県本部退職者会定例幹学会

第2】回神奈川県高姉者集会、保士ヶtl公公i、 幹

事 2名出席

神奈川叫高補者 退 職者の会 第 16回t期 結会、

早引を会出、幹事 1名出席

lR駐者中高協合同学習会、湯河原町 幹■ 3名参力‖

自治労l・本部第7回退駐者会結会 叫 地lJR労働女

化会館 幹 事 4名 出席

企回高怖者大会県実行委員会 保 険医協会、キJ

l名出席

県駐労中高■部第12回定期結合 箱 4Ptひめしゃら

十 幹 事 3名出席

,i)仁 例幹Ⅲ!会は毎月第一週木鴎 日に開催につ富「じ載“Hl

ヽ
，
１
１
１
１
ヽ
，
１
１
１
，
１
，
ヽ
，
ヽ
，
１
１
ヽ
，
１
１
１
，
ヽ
，
１
，
，
，
ヽ
，
　
，
ヽ
―

メ

年金生活者の叫びホンンン一

消
費
税
導
入
や
年
金
制
度
改
正
案
な

　

一

巾車中い嚇い印”中の制的”却昨　一

は
こ
の

一
つ
を
お
紹
介
し
て
み
よ
う
。
　
　
一

氏
名
な
ど
は
伏
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　
　
　
一

弱
者
い
じ
め
の
年
金
６５
歳
支
給
　
一

会
社
員
　
Ｔ

Ｎ
子

４４
　
　
一

男
六
十
歳
、

女
五
十
六
歳
軒
蟻
報
↑
　
一

も
ら
え
な
い
か
と
指
折
り
数
え
て
待

っ
　
一

中
”
脱
的
旺
ド
が
姓
杵
輸
っ

傾
輪
妙
嫉

　
一

毎
日
、

満
員
電
車
で
、

つ
ぶ
さ
れ
そ
　
一

う
に
な

っ
て
通
勤
し
、

必
死
に
働
き
、

　

一

昨誇綻腕噂立鵡】埼雑晩みっ駐防ご　一

ぃ欲勧吠Ｆ卸肥舛噂厳呼が
いのな　一

れい軸徒‐まヵ、い軸鋤けⅥ観藤和畑厳　一

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

故
天
皇
の
ご
　
一

の申″力”咋中抑い帥い晦”け，　一

て
き
た
か
ら
、

今
の
日
本
が
あ
る
の
で
　
一

時中韓中韓力”い娘一お申的抑一　一
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一
九
八
九
年
（平
成
元
年
）度

活

動

方

針
（案
）

人
生
八
十
年
時
代
、

高
齢
者
社
会
の

到
来
は
、

退
職
者
に
と

っ
て
数
々
の
苦

楽
の
試
練
が
待
ち
受
け
て
い
る
と
い
え

る
。

消
費
税
の
実
施
な
ど
税
制
改
革
は

健
保
や
、

年
金
条
件
の
低
下
と
と
も
に
、

益
々
生
活
し
に
く

い
も
の
に
し
て
い

る
。

こ
の
こ
と
は
現
職
の
中
高
年
に

と

っ
て
も
無
縁
で
は
な
く
退
職
後
の
展

望
を
暗

い
も
の
に
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、

活
動
方
針
を
策
定
す

る
に
当

っ
て
は
、

付
今
後
の
退
職
者
会

の
役
割
と
を
り
方
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

を
検
討
し
、

い
当
面
の
短
期
的
活
動
方

針
と
共
に
、

こ
れ
か
ら
退
職
さ
れ
る
中

高
年
者
に
対
し
て
も
思
い
を
い
た
し
、

中
期
、

長
期
の
計
画
案
を
作
成
す
る
必

要
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
前
提
に
立

っ
て
、

安

心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
を
確
立
す
る
た

め
に
、
「消
費
税
の
廃
止
」

「年
金
や

健
保
の
改
悪
反
対
、

内
容
の
充
実
」
を

求
め
な
が
ら
次
の
よ
う
な
活
動
を
す
す

め
る
。

中
情
報
の
収
集
、

伝
達
↓
会
報
の

発
行

刻
々
変
る
情
勢
に
対
し
、

従
来
に
も

ま
し
て
、

国
内
、

県
内
の
関
係
団
体
、

マ
ス
コ
ミ
、

な
ど
巾
広
く
、

キ
メ
細
か

く
、

正
し
く
速
く
情
報
を
収
集
し
、

会

報
な
ど
を
通
じ
て
随
時
、

会
員
に
伝
達

す
る
よ
う
努
め
る
。

０
福
利
厚
生
活
動
↓
慶
弔
共
済
の

導
入

福
利
厚
生
活
動
を
強
化
し
、

全
労
済
、

労
金
な
ど
と
連
絡
を
密
に
し
、

会
員
に

役
立
つ
よ
う
改
善
提
言
を
し
て
ゆ
く
。

ま
た
、

終
身
会
費
会
員
を
対
象
に
、

全

労
済
と
交
渉
、

契
約
し
、

終
身
会
費
の

中
か
ら
の

一
部
負
担
に
よ
り
、

慶
弔
共

済
に

一
括
加
入
し
、

会
貝
及
び
配
偶
者

死
亡
弔
慰
金
及
び
住
宅
災
害
見
舞
金
な

ど
の
導
入
を
は
か
る
。

０
団
体
及
び
個
人
の
活
動
促
進

こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
社
会
を
良
く
す

る
た
め
に
は
、

タ
テ
糸
と
ヨ
コ
糸
の
二

つ
の
活
動
が
重
要
で
あ
る
。

０
タ
テ
糸
と
は
、

関
係
団
体
な
ど
と

協
力
し
、

中
央
、

地
方
を
通
じ
て
団
体

的
に
行
動
を
起
す
こ
と
。

―ロ
ョ
コ
糸
と
は
、

個
人
と
し
て
、

地

元
の
国
、

地
方
議
員
、

官
公
庁
、

関
係

審
議
会
委
員
な
ど
に
、

自
由
、

閥
達
に

陳
情
、

意
見
投
稿
な
ど
、

ハ
ガ
キ
、

手

紙
な
ど
を
通
じ
て
随
時
行
動
を
起
す
こ

と
は
予
想
以
上
の
成
果
に
つ
な
が
る
の

で
会
員
の
協
力
を
期
待
し
た
い
。

ω
学
習
会
、

趣
味
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど

県
職
労
壮
年
部
と
の
協
力

で
学
習
会
、

ま
た
、

趣
味
と

実
益

の
会

（例
え
ば
孤
独
生

活
に
備
え
て
の
調
型
講
習
）

な
ど
を
実
施
し
て
み
た
い
。

ま
た
、

古
切
手
募
集
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
継

続
推
進
す
る
。

０
体
を
動
か
す
、

保
健
的
、

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
仕
事

の
発
掘
。

退
職
後

の
県
非
常
勤
職
や

外
か
く
団
体
で
も
、

原
則
と

し
て
６３
オ
程
度
で
交
代
退
職

さ
せ
ら
れ
る
。

そ
れ
以
後
は
、

人
に
よ
っ
て
、

内
体
的
活
動

の
な
い
為
、

不
健
康
に
な
り
、

い
わ
ゆ
る
ボ
ケ
症
状
を
促
進

し
か
ね
な
い
。

こ
の
た
め
に
、

当
会
と
し

て
も
、

体
を
動
か
し
、

趣
味
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を

加
味
し
た
、

ア
ル
バ
イ
ト
的

な
仕
事

の
研
究
、

発
掘
に
努

め
、

当
局
に
も
働
き
か
け
る

必
要
が
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
推
進
す
る

た
め
、

役
員
の
役
割
分
担
、

項
目
研
修
な
ど
を
合
め
執
行

体
制
を
強
化
し
、

併
せ
て
将

来
の
財
政
確
立
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
。

入

1989年 (平成元年)度 収支予算栗
支 出 1198941～ 1990331)

項   目 予算額 摘 要 項   日 子夕額 要

1会     費 1,180,000 ユ活  動  費 510 000

Ａ
不

安中一中
80,000 80名X1000円

事 務 局 費

行 動  費

150 000 手務用品灯

360 000 事務イ1費、交通費争
】00 000 新30名×2,000円 日20名×2,000円

2 情 報 敦 害 管 600 000 会fI1 4回発行争

終 身 会 費 1 000,000 50名×20,000円 3総  会 250 000 100名X2)500円

2県 職労助成金 500,000 幹事会等集会交通費に充当
4会  置 100 000 幹事会 研 修会牢

3事 業 収 入 200 000 会報等販売代金
5通  信  者 250 000 LIJ手 葉書 封筒年

6鹿 lj共活挙卜◆ 140 000 450Ft X 300人

4雑  J又  入 64,946 会報広告代預金利ま等 7棺  立  ◆ 900 000 新入終身会費X09

5積 立金取脱じ 300,000 終身会費合計 3,150円 ×一 8 子  憶  脅 150 000

6繰  赳  金 655 054

計 2,900,000 H l 2 900 000
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政
府
自
民
党
は
、

竹
下
内
閣
退
陣
表

明
を
受
け
て
現
在
国
会

へ
提
出
中
の
国

民
年
金
改
正
法
案
、

厚
生
年
金
改
正
法

乗
、

そ
れ
と
国
鉄
共
済
年
金
の
救
援
を

主
体
と
す
る
制
度
間
調
整
法
案
等
の
成

立
を
あ
き
ら
め
、

継
続
審
議
と
す
る
こ

と
に
決
め
た
。

こ
れ
は

い
う
ま
で
も
な
く
、

リ
ク

ル
ー
ト
疑
惑
、

消
費
税
導
入
の
不
評
に

加
え
、

更
に
年
金
法
案
で
の
世
論
の
反

発
を
お
そ
れ
、

参
議
院
選
挙
後
に
持
ち

越
そ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、

日
常
生
活
を
直
撃
す
る
公

的
年
金
額
の
引
上
げ
に
つ
い
て
は
、

過

日
の
平
成
元
年
度
の
予
算
実
の
自
民
党

単
独
採
決
に
よ
り
成
立
し
た
の
で
、

こ

の
よ
う
な
次
々
と
関
係
法
案
が
示
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

三
月
二
十
九
日
に
密
か
に
国
会
に
政

府
提
出
条
件
と
し
て
発
表
さ
れ
た
国
家

公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
基
づ
く
長
期

給
付
の
額

（年
金
額
）
を
引
き
上
げ
る

等
の
改
善
を
図
る
と
す
る
法
律
案

（要

細
）
と
い
う
長
た
ら
し
い
名
の
各
法
律

案
は
、

要
約
す
れ
ば
、

標
記
の
よ
う
な

公
務
員
等
の
公
的
共
済
年
金
額
の
引
上

げ
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、

こ
の
要
綱
を
中
央
の
上
部
団

体
か
ら
報
告
を
う
け
て
私
が
行
に
落
ち

ず
、

疑
間
に
思
っ
た
こ
と
は
、

先
に

金
副

号
で
）
記
載
し
た
と
お
り
、

厚
生
省
年

金
審
議
会
意
見
書

の
答
申
に
も
と
づ

き
、

広
く

マ
ス
コ
ミ
に
流
さ
れ
た
年
金

ス
ラ
イ
ド
額
に
比
べ
て
著
し
く
低
率
で

≡

あ
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の
た
め
、

上
京
し
て
中
央
の
上
部

関
係
団
体
と
の
情
報
交
換
を
し
た
の
で

あ
る
が
、確

同
た
る
回
答
は
得
ら
れ
ず
、

情
報
は
流
動
的
で
あ
る
と
の
印
象
を
ぬ

ぐ
い
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、

新
聞
、

雑
誌
、

テ
レ
ビ
な
ど

マ
ス

コ
ミ
情
報
を
も
と
に
、

現
時
点
で
の
、

私
な
り
の
解
釈
を
述
べ
て
ご
参
考
に
供

し
た
い
。

・
物
価
ス
ラ
イ
ド

今
年
度
の
年
金
引
き
上
げ
は
二
段
階

で
行
わ
れ
る
。

四
月
分
か
ら
は
、

昨
６３

年
度
の
物
価
上
昇
分
に
見
合
う
物
価
ス

ラ
イ
ド
分
と
し
て
○

・
七
％
。

・
賃
金
ス
ラ
イ
ド

つ
ぎ
に
十
月
か
ら
の
賃
金
ス
ラ
イ
ド

と
つ
づ
く
。

こ
れ
は
公
的
年
金
で
は
物
価
ス
ラ
イ

ド
で
物
価
上
昇
分
に
つ
い
て
は
補

っ
て

い
け
る
が
、　

一
般
の
国
民
生
活
で
は
、

春
闘
な
ど
の
賃
金
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
な
ど

で
豊
か
に
な

っ
て
行
く
の
に
比
べ
、

公

的
年
金
生
活
者
は
こ
れ
か
ら
取
り
残
さ

れ
る
。

こ
の
た
め
に
、

五
年
毎
に
年
金
財
政

再
計
算

（年
金
財
政
の
将
来
の
展
望
を

や
り
直
す
）
の
時
期
に
、

そ
れ
ま
で
の

賃
金
上
昇
分
を
含
め
て
、

こ
の
ギ
ャ
ッ

プ
に
見
合
う
だ
け
の
年
金
額
を
引
き
上

げ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ

の
賃
金
ス
ラ
イ
ド
は
、

五
年
目
の
本
年

度
に
つ
い
て
は
引
き
上
げ
率
五
％
程
度

と
厚
生
年
金
当
局
は
示
唆
し
て
い
た
の

は
前
号
で
記
述
の
と
お
り
で
、

実
際
に

は
こ
の
五
％
を
四

・
九
％
と
し
、

四
月

か
ら
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
○

・
七
％
を
合

わ
せ
て
五

・
六
％
に
し
た
い
と
い
う
意

向
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
厚

生
年
金
以
外
の
公
的
年
金
も
こ
れ
に
準

じ
た
い
と
各
関
係
省
庁
当
局
も
同
じ
く

意
向
を
示
し
て
い
た
と
は
、

ほ
ぼ
周
知

の
事
実
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
も
こ
の

中
に
は
消
費
税
の
影
響
が
配
慮
さ
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
？
今
回
示
さ
れ
た
賃

金
ス
ラ
イ
ド
が
公
務
員
共
済
年
金
の
場

合
が
鍋
％
と

い
う
数
字
に
な
っ
た
か
と

い
え
ば
、

解
説
に
よ
れ
ば
、

昭
６‐
～
６３
年
度
別
三
ヶ
年
の
物
価
ス

ラ
イ
ド
に
よ
る
年
金
ア
ッ
プ
率
、

６‐
年

度
附
％

・
６２
年
度
阻
％

・
６３
年
度
聞
％

合
計
Ｍ
％
な
の
で
、

こ
れ
に
こ
の
五
年

間
の
年
金
見
直
し
賃
金
ス
ラ
イ
ド
分
は

卸
％
、

差
引
脚
％
ｌ

ｍ
％
＝
鍋
％
と
す

る
と
い
う

一
方
的
解
釈
説
明
で
あ
る
。

（次
頁
へ
つ
づ
く
）

～
政
治

行
政
が
ら
み
で
揺
れ
動
く
公
的
年
金
～

□
国
家

・
地
方
公
務
員
等
共
済
年
金
の
引
上
げ
に
関
す

る
法
律
案

（要
細
）
国
会

へ
提
案
さ
れ
る
。

物
価
ス

ラ
イ
ド

（四
月
）
○

・
七
％
、

見
直
し
分
賃
金
ス
ラ

イ
ド

（
一
〇
月
）
三

・
六
％
ア
ッ
プ
計
四

・
三
％
の

低
率
を
示
唆
！

～
要
請
行
動
が
必
要
！
～

・
本
年
度

（平
成
元
年
）
の
年

金
ス
ラ
イ
ド
は
二
段
階
引
き

上
げ
↓
五
年
毎

容 金

36

内 賃

ド

は ス

フ

%

イ

と
い
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61年度の年金アップ率 0,6%
62  ク     ク     01%

63   ク    ク     07%

① 計       1.4%

賃金スライド分

② 5年 間の見直し分 5.0%
差引②一① 5,0-14=3.6%

（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

（表
参
照
）

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

早
速
関
係

退
職
者
会
か
ら
反
発
が
出
て
い
る
が
、

既
述
の
と
お
り
、

年
金
審
査
会
意
見
書

の
答
申
に
も
と
づ
く
厚
生
省
年
金
当
局

の
マ
ス
コ
ミ
に
対
す
る
説
明
で
は
、

賃

金
ス
ラ
イ
ド
五
％
と

い
う
の
は
、

こ
の

よ
う
な
過
去
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
差
引

く
の
で
は
な
く
、

五
％
以
上
を
積
み
重

ね
な
い
と
低
額
年
金
生
活
者
の
生
活
が

成
り
立
た
な
い
と
い
う
親
心
も
あ

っ
た

告
で
あ
る
。
し
か
も
、

四
月
の
消
費
税

実
施
以
来
、

年
金
生
活
者
に
対
す
る
シ

ワ
寄
せ
が
高
ま
る
中
で
、

消
費
税
実
施

後

一
ヶ
月
間
の
物
価
上
昇
分
が
経
済
企

画
庁
の
発
表
で
Ｍ
％
と
い
う
数
字
が
実

感
を
離
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
反
発
に

対
し
同
庁
物
価
局
長
が
、

五
年
に

一
回

し
か
買
わ
な
い
自
動
車
や
、

家
電
製
品

類
が
入
っ
て
い
る
の
で
実
感
が
わ
か
な

い
の
は
当
然
だ
と
の
答
弁
は
、

冷
血
と

も
い
え
る
典
型
的
日
本
中
央
高
級
官
僚

の
面
目
躍
如
た
り
と
皮
肉
り
た
い
。

こ
の
よ
う
な
日
常
生
活
に
矛
盾
し
た

現
実
離
れ
の
低
率
物
価
ス
ラ
イ
ド
分
ま

で
差
引
く
と
は
、

な
ん
た
る
こ
と
で
あ

ろ
う
か
？
む
し
ろ
加
算
す
べ
き
な
の
で

あ
る
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
に
当

っ
て
は
、

年
金

一
文
化

の
動
向
も
無
視
出
来
な

い
。
こ
の
最
大
の
背
景
は
、

ｒ
つ
ま
で

も
な
く
国
鉄
共
済
年
金
故
清

へ
の
他
の

公
的
年
全
か
ら
の
救
済
資
金
の
差
し
入

れ
問
題
で
あ
る
。

事
態
が
深
刻
化
し
た

五
年
前
か
ら
国
家
公
務
員
共
済
グ
ル
ー

プ

〔国
家
公
務
員
、

電
電

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
ヘ

民
営
化
）
、

専
売

（た
ば
こ
へ
民
営
化
し

が
年
平
均
四
六
六
億
円
の
救
済
資
金
を

提
供
し
、

こ
の
余
波
を
受
け
て
現
在
で

は

「
た
ば
こ
と
共
に
国
家
公
務
員
共
済

も
実
質
的
に
赤
字
に
な

っ
て
い
る
の

で
、

批
判
の
強
い
官
民
格
差
と
、

将
来

救
済
を
受
け
る
側
に
廻
る
こ
と
を
見
越

し
て
、

お
膝
元

の
大
蔵
省
が
音
頭
を

と

っ
て
低
率
指
導
を
し
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。

そ
れ
と
、

公
的
年
金
ス
ラ
イ
ド
は
、

ほ
ぼ
同

一
が
望
ま
し
い
が
、

各
公
的
年

金
制
度
の
中
で
個
々
の
共
済
組
合
の
事

情
に
よ
っ
て
差
を
つ
け
て
よ
い
と
い
う

落
し
穴
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
ま

た
、

少
し
で
も
低
率
に
し
よ
う
と
す
る

こ
と
で
は
中
央
年
金
官
僚
は
非
情
な
ま

で
に

一
致
す
る
の
で
あ
る
。

四
月
末
の
、

本
年
度
予
算
案
の
自
民

党
単
独
強
行
採
決
の
あ
と
に
行
わ
れ
た

民
放
テ
レ
ビ
の
討
論
会
の
、

消
費
税
の

年
金
生
活
者
に
対
す
る
質
問
の
中
で
、

自
民
党
社
会
部
会
長
が
、

年
金
ス
ラ
イ

ド
を
四
月
か
ら
〇
　
七
％
、

十
月
か
ら

五
％
ア
ッ
プ
し
ま
す
と
い
う
答
弁
に
対

し
、

そ
ん
な
低
率
で
は
、

私
た
ち
低
年

金
生
活
者
は
食

っ
て
い
け
な
い
と
憤
怒

し
た
の
に
対
し
同
議
員
の
苦
り
き

っ
た

顔
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
も
政

治

が
ら

み

の
姿

を

み

フつ
。こ

の
よ
う
に
年
金
ス

ラ
イ
ド
は
十
月
実
施
に

向
け
て
、

消
費
税
物
価

動
向
を

み
な

が
ら
政

治
、

行
政
が
ら
み
で
ゆ

れ
動
き
展
開
し
て
ゆ
く

で
は
な
か
ろ
う
か
？
そ

の
成
否
は
年
金
受
給
者
の
こ
れ
か
ら
の

国
会
議
員

へ
の
働
き
か
け
が
鍵
を
握

っ

て
い
る
と

い
え
る
。

な
お
末
筆
で
あ
る
が
、

年
金
額
を
引
き

上
げ
る
措
置
と
し
て
左
表
の
と
お
り
、

年
金
額
の
う
ち
平
均
標
準
月
額

（在
職

中
の
平
均
月
収
）
を
も
と
に
計
算
さ
れ

る

「報
酬
比
例
部
分
」
に
関
し
再
評
価

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
附
記
す
る
。

（文
文
　
児
玉
）

へ低陳呼推牲つ活拘く泥淳で、

今
こ
そ
怒
ろ
う

同
志
の
友
よ
！

へ
低
額
年
金
額
を
決
め
る

中
央
高
級
官
僚
の

冷
徹
さ
を
超
え
し

冷
酷
さ
に
泣
く
。

（こ
だ
ま
会
員
Ｆ
）

ｏ
今
後
、

公
務
員
共
済
年
金
な

ど
に
対
す
る
波
及
は
要
請
行

動
如
何
に
か
か
る
。

昭
和
六
二
年
二
月
以
前

昭
和
六
二
年
四
月
～
昭
和
六
三
年
二
月

昭
和
六
三
年
四
月
～
平
成
元
年
二
月

再

評

価

の

対

象

期

間

〇
五

〇
三

〇
〇

再
評
価
率
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神
奈
川
県
職
労

中
高
辱
部
閣
確
回
雇
剛
鶴
台
観
管

と

　

き

　

３

　

‐８

～

‐９

と
こ
ろ
　
公
立
学
校
共
清
組
合
箱
根
保
養
所

県
職
労
中
高
年
部
、

第
蛇
回
定
期
総
会
が
、

標
記
の
と
お
り
、

箱
根
仙
石
原
の

「
ひ
め
し
ゃ

ら
荘
」
で
開
催
さ
れ
た
。

当
会
か
ら
は
、

ご
招

待
を
受
け
て
、

児
玉
副
代
表
幹
事
、

阿
部
淑
子

幹
事
と
、

前
、

中
高
年
部
長
で
あ
っ
た
当
会
庄

司
三
雄
会
計
監
査
の
三
名
が
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

仙
石
原
高
原
を
展
望
す
る
会
場
で
、

午
前
十

時
二
十
分
定
刻
開
催
、

昨
年
よ
り
十
余
名
多
い

五
十
余
名
の
組
合
員
が
参
加
さ
れ
た
。

木
村
隆
氏
を
議
長
に
選
出
の
あ
と
、

主
催
者

を
代
表
し
て
明
日
剛

一
部
長
が
あ
い
き
つ
．

次
い
で
、

来
賓
挨
拶
指
名
を
受
け
て
当
会
児

玉
副
代
表
幹
事
が
、

お
祝
と
会
の
近
況
に
つ
い

て
報
告
、

次
い
で
議
事
に
入
り
８８
年
度

一
校
作

過
報
告
、

８９
年
運
動
方
針
案
、

そ
れ
に
部
の
名

称
変
更
に
つ
い
て
提
案
、

い
づ
れ
も
可
決
　
午

後
は
、

質
疑
、

要
望
な
ど
】
時
で
第

一
日
の
日

程
終
了
　
こ
の
あ
と
、

政
治
評
論
家
、

水
沢
透

氏
の

「リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑
の
長
お
も
て
」
と
題

し
、

爆
笑
を
誘
う
記
念
講
演
、

夕
会
で
の
恐
親

会
の
あ
と
は
、

昨
年
同
様
の
囲
碁
、

将
棋
、

カ

ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
の
花
盛
り
、

第
二
日
は
、

新

役
員
選
出
な
ど
で
１１
時
に
散
会
、

な
お
明
田
部

長
、

新
川
副
部
長
は
二
月
末
で
退
職
さ
れ
る
の

で
、

感
謝
状
が
お
く
ら
れ
た
。

永
い
問
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

●

「中
高
年
部
」
が

「壮
年
部
」

に

名
称
変
更

永
い
問
親
し
ま
れ
て
来
た

「
県
職
労
中
高
年

部
」
の
名
称
が
、

今
第
１２
回
総
会
限
り
で
な
く

な
り
、

箕
も
新
た
に

「
壮
年
部
」
と
変
更
、

若

さ
溢
れ
る
部
と
し
て

一
層
の
飛
躍
を
期
そ
う
と

い
う
心
意
気
が
う
か
が
え
た
。

名
実
と
も
そ
う

な
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

新
部
長
に
は
米
山
東
伊
（横
浜
技
術
校
分
会
）

副
部
長
川
田
勝
利

（厚
本
社
保
分
会
）
同
副
部

長
木
村
隆

（鎌
倉
県
税
分
会
）
、

事
務
局
長
登

豊
吉

（湘
南
行
政
Ｃ
分
会
）
同
次
長
飯
塚
武
弘

（厚
木
病
院
分
会
）
の
話
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

な
お
、

総
会
議
案
に
登
載
さ
れ
て
い
た
次
の

二
つ
の
参
考
資
料
を
お
示
し
し
た
い
。

的
中
高
年
部
の
意
識

（県
職
労
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
）

■
生
活
で
不
満
、

不
安
を
感
じ
て
い
る
か
の

第

一
付
は
、
「
貯
替
な
ど
の
将
来
の
備
え
」
、

次

い
で

「余
暇
、

レ
ク
施
設
不
足
」
「住
宅
事
情
」

ナ
ち

づ
く
，

ｏ

「高
齢
化
問
題

へ
の
対
応
」
で
は
５０
ォ
台

で
５０
％
を
超
え
、

５５
才
以
上
で
は
６２
％
と
次
第

に
関
心
の
高
さ
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
の
項
目
で
は
当
然
な
が
ら
賃
金
と

昇
格
な
ど
の
改
善
要
求
、

年
金
改
悪
反
対
、

消

費
税
廃
止
な
ど
意
見
が
多
い
。

０
失
権
者
の
状
況

県
職
員
の
平
均
年
齢
（寿
命
）

七
三

・
〇

一
才
？

県
職
員
課
詞

（八
九
　
一　
十

一
）
に
よ
る

と
地
方
職
貝
共
済
組
合
、

神
奈
川
県
支
部
に
於

て

（昭
和
６２
年

一
期
～
昭
和
位
年
四
期
ま
で
に

失
榛
報
告
）
し
た
５６
才
以
上
の
デ
ー
タ

（昭
和

６‐
年
１１
月
～
昭
和
骸
年
１０
月
ま
で
の
死
亡
者
）

は
八
九
名
で
、

九
〇
％
以
上
が
男
性
と
な
っ
て

い
る
。

そ
の
平
均
年
齢
は
七
三
　
〇

一
才
で
全
国
平

均

（男
七
五
　
六

一
オ
、

女
八

一　

二
九
才
）

よ
り
寿
命
年
飾
が
下
が
っ
て
い
る
。

な
お
失
権
者
平
均
内
訳
は
左
表
の
と
お
り
で

あ
る
。

均

年 齢 人 員 構成比 備 考

56～5『 2Ъ 2 56才以上の方

(選督翠読楽)

60-64 18 20

65-69 13

70-74 17 19

75-79 17 19

80-84 14 16

85-39 7 8

90-94 1 1

合 計 89名 100%

編集 。発行者

県 職労 本 部 内

退職者こだま会

発行人  秦 謙治郎

発行 日  1 9 8 9 6  1

No 13
横浜市中区本町 4～37

T E L  0 4 5  2 1 2  3 1 7 9 (直通)

045-201-1111

(内線79 5 3 )


